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本日の発表内容

①スポーツの安全対策委員会発足の経緯

②コロナ禍前の亀岡市での活動状況

③コロナ後 現在の課題

④WEBアンケートの実施・課題の発見

⑤今後の取組
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2011年「余暇・スポーツの安全対策委員会」を設置
理由 「余暇・スポーツ活動中における受傷件数は

全体の約２６％を占めている」

図表１ 年齢階層別外傷発生頻度
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出典：外傷発生動向調査（2007）
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余暇・スポーツの安全対策の必要性

○ 受傷件数の1位：余暇・スポーツ中に発生

２０１１年
余暇・スポーツの安全対策委員会
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スポーツ活動中・余暇中のケガが多い

出典：外傷発生動向調査（2007）

図表２ 年齢別にみた受傷時の活動状況
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「遊び・余暇中とスポーツ活動中のケガの症状の違い」

出典：外傷発生動向調査（2007） 6
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2012年 スポーツ少年団 アンケート結果
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スポーツの安全対策の必要性

○スポーツ活動中は、重度なケガの割合が高い

２０１7年
スポーツの安全対策委員会

に名称変更
10

●スポーツに特化した対策を検討するため

●余暇活動中のケガ予防は多岐に渡るため



スポーツ活動中の年齢別救急搬送人数（図表４）
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スポーツの安全対策委員会名簿 (図表５）

区分 所属団体 役職

市民団体等 １ NPO法人元気アップAGEプロジェクト 副理事長 委員長

２ 亀岡市スポーツ少年団

３ 亀岡市スポーツ少年団

4 京都先端科学大学

5 京都サンガF.C. ホームタウン推進課

関係機関等 6 亀岡市スポーツ協会 副委員長

7 亀岡市スポーツ推進委員協議会

8 亀岡市スポーツ推進委員協議会

行政関係 9 亀岡市立南桑中学校

10 亀岡市生涯学習部生涯スポーツ課

11 亀岡市総務部自治防災課
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図表６ 種目別にみた10歳代のスポーツ活動中救急搬送人数 （2010-2021合計値）について
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人数は野球が最多だが、
中等症以上の割合はサッカーが
最も多くなっている。

データに基づく客観的課題（継続）
「サッカーや野球でのケガの割合が高い」
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データに基づく客観的課題（継続）

「外傷予防に関する研修会の参加率が低い」

ｎ＝２０

出典：市内スポーツ少年団指導者アンケート（2012）

図表７ スポーツ少年団指導者の研修参加状況

【有資格者】 【無資格者】

参加した

60%

参加して

いない

30%

無回答

10% 参加した

25%

参加して

いない

60%

無回答

15%

ｎ＝２０

14



アンケート
実施
↓

アンケート
の結果を元
に、各課題
への必要な
プログラム
を作成・実
施へ向けて
検討

課題解決のための方向性と対策 （図表８）

課 題 方 向 性 対 策

指導者向けの外傷
予防やケガの実態
に関する研修会が
少なく、参加率も
低い

指導者・保護者向
けの外傷予防研
修会を開催し、予
防方法を学ぶ機
会をつくる

スポーツ少年
団の指導者・保
護者向け安全
教育プログラム
（継続）

寝る時間が遅い子
どもほど受傷率が
高い

準備運動の重要性
に関する理解不足

子どもに安全教
育を実施し、体調
管理の徹底と準
備運動の重要性
の周知する

子どもの安全
意識向上プロ
グラム
（継続）

器具等の点検不備
によるケガ防止

運動前に器具等
に不備がないか
確認する

ケガ防止安全
安心スポーツ
チェックシート
プログラム（継
続）
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スポーツの安全教育プログラム (図表９)

課 題
・外傷予防に関する研修会の参加率が低い
・準備運動の重要性に関する理解不足がある
・器具・用具の点検を徹底し、ケガ予防を継続する

目 標 スポーツ活動中の外傷を減らす

内容等
【内容】 けが予防に関する研修会を実施

【対象】 指導者・保護者、子どもなど

（短・中期）
態度や行動の
変化

【指標】
・研修参加者の理解度
・安全教育の実施率

【測定】
・アンケート調査
・外傷調査の安全指導
に関する回答率

（長期）
状態や状況の
変化

【指標】
・スポーツ少年団員の受傷率

【測定】
・スポーツ外傷調査に
よる受傷率
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指導者・保護者向けスポーツ研修会

スポーツ安全教育プログラムの活動状況①

ケガなく世界レベルの選手を育てる指導法
（２０１７年６月２日）
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スポーツ安全教育プログラムの活動状況②
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京都サンガF.C.のトレーナーによる研修会
子供向けスポーツ研修会
（２０１９年８月２０日）



スポーツ安全教育プログラムの活動状況③
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図表10
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プログラム評価結果（短期）

（%）

「スポーツ研修会参加者の80%以上が外傷予防方法
が学べたと回答」
図表１1 スポーツ研修会で外傷予防の方法が学べたと回答した指導者等の割合

出典：スポーツ研修会アンケート
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進行状況 計画（予定）

2018 2019 2020 2021 2022 2023

スポーツ安全
教育プログラム

スポーツ安全教育プログラムの活動状況

継続
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中止 中止 中止

図表１2 コロナの影響で、活動中止が続いた３年間



コロナ後 現在の課題
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現在の課題

● 新型コロナウイルスの影響で、スポーツ活

動の機会を始め、様々な活動が制限され、体

力低下をきたしている。

● Withコロナ時代の運動不足による、「健康

二次被害」の状況把握ができていない。
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図表13



データに基づく客観的課題（継続）
「スポーツ活動中におけるケガは増加、コロナで減少」
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２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１

一般負傷 352 533 497 494 543 540 585 629 618 645 634 632

交通事故 375 541 529 558 484 431 421 408 374 335 280 283

労働災害 33 30 36 41 25 34 33 38 45 52 43 46

自損行為 36 43 34 36 45 39 28 19 24 25 40 26

運動競技 30 33 25 18 29 34 28 34 45 35 24 29

出典：救急搬送データ

図表１４ 事故種別の救急搬送件数の推移 新型コロナ
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子どもの運動・スポーツの課題

女子、体力・運動能力の低い子ども、障がいの
ある子どものスポーツ機会の充実

継続性のあるスポーツ環境

スポーツとの様々なかかわりができる環境の
整備
⇒する・みる・ささえる

生涯を通じた豊かなスポーツライフの形成
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図表1５ 新型コロナウイルスの影響により変化した運動・スポーツ環境(6月、10月調査との比較)
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コロナ禍で小・中学生の体力低下 （図表1６）



主観的・客観的課題の整理

重点課題の設定

・新型コロナウイルス感染症の影響

で、スポーツ活動の自粛が増え、体

力低下に伴い、ケガのリスクが高く

なっている

・スポーツ活動中の受傷が、その後

の活動に大きく影響する可能性が

高いケガが多い。

経験に基づくもの

・（継）スポーツ活動中におけるケガ

が多い

・（継）１０代における救急搬送率が

高い

・（新）中等症以上の件数はサッカー

が最も多い

・種目別にケガの内容が異なる

データに基づくもの
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優先的に取組む重点課題

重点領域 重 点 課 題

Withコロナ
外傷アンケート

（新規）

（新規）
・コロナ時代の運動不足による、「健康二次被
害」把握と課題解決が必要である。

・自粛による体力低下後の急な運動再開によ
る、思いがけないケガを予防するため、
アンケート調査を実施し現状の把握を行う。
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プログラム計
画と活動実績

実 績

20２０ 20２１ 202２ 202３

スポーツ安全
教育プログラム

（新）
外傷アンケート

プログラム計画と活動実績

継続

32

新規

中止 中止 中止



コロナ禍におけるスポーツ実施と外傷調査
(図表17) 
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（図表18) スポーツや運動習慣の状況
運動習慣アリ:30.7%、男性40.8%、女性24.5%
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ケガをした人9人（３％）（図表19) 

女性 45歳～49歳 健康目的 切り傷／擦り傷

女性 50歳～54歳 健康目的 肩腱板損傷

女性 60歳～64歳 健康目的 腰痛症

女性 60歳～64歳 競技選手 骨折

女性 70歳～74歳 健康目的 腰痛症

男性 10歳～14歳 競技者 骨折

男性 35歳～39歳 スポーツ愛好家 突き指

男性 35歳～39歳 健康目的 腰痛症

男性 65歳～69歳 健康目的 腱鞘炎;捻挫
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今後の計画

プログラム 継続 指導者向け研修会の充実
継続 チェックシートの見直しと普及
継続 京都サンガF.C.との連携
新規 中・高校生や中・高年を対象

としたWeb調査・対策の検討

2018 2019 2020 2021 2022 2023

ＳＣ再々認証 ＳＣ再々々認証
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今後の計画

プログラム① スポーツ安全教育プログラム（継続）

プログラム② 外傷アンケートの実施・検証

2023 2024 2025 2026 2027 2028

37


